
泌尿器科カリキュラム 
 
Ⅰ.研修スケジュール  
１．週間スケジュール表 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午前 

病棟回診 
外来見学 
外来処置 
超音波検査 

病棟回診 
外来見学 
外来処置 
超音波検査 

病棟回診 
体外衝撃波結

石破砕術 

病棟回診 
外来見学 
外来処置 
超音波検査 

病棟回診 
外来見学 
外来処置 
超音波検査 

午後 手術 
手術検討会 

内視鏡検査 
尿水力学検査 
放射線学的検

査 

手術 
手術検討会 

内視鏡検査 
尿水力学検査 
放射線学的検

査 

手術 
手術検討会 

 
Ⅱ．研修目標 
１. 一般目標（GIO: General Instructional Objectives） 

１）泌尿器科の一般的な病気や病態およびその治療法を理解するとともに、緊急を要

する病態の対処法を研修する。 
２）尿路結石の疝痛発作、尿閉、血尿による膀胱タンポナーデ、尿路感染症、尿路外

傷、腎後性腎不全に対する適切な対処を理解する。 
３）排尿障害、血尿、陰嚢内容腫脹の鑑別診断ができる。泌尿器科の common disease

の基本知識を学ぶ。 
２. 行動目標（SBO: Specific Behavior Objectives） 
 A 当科研修において特に経験すべき診察法・検査・手技 
  １）基本的泌尿器科診療能力 
    １）問診および病歴の記載 

患者との間に良いコミュニケーションを保って問診を行い、総合的かつ全人的

に把握するとともに、問題解決志向型病歴によって、泌尿器科的な問題を明ら

かにする。 
２）泌尿器科診察法 

１）視診：一般的な視診および陰部の視診 
２）触診：腹部および陰部の触診 
３）前立腺診 

２）基本的泌尿器科臨床検査 
 泌尿器科診療に必要な種々の検査を実施、あるいは依頼し、結果を評価して患

者・家族にわかりやすく説明することができる。検査は症状や病態によって必

要最低限にできる。また、検査による侵襲や副作用、その対処法も理解する。 
  １）尿沈査 

２）内視鏡検査（膀胱鏡） 
３）超音波検査 
４）放射線学的検査 
５）尿水力学的検査 

３）基本的治療法 
薬物の作用、副作用、相互作業について理解し、薬物治療ができる。特に年齢、

病態に合わせた投薬の問題、治療をする上での制限等について学ぶ。 



１）処方箋の発行：薬剤の選択、薬容量の調節が病態に応じてできる。 
２）注射の施行：皮内、皮下、筋肉、静脈、中心静脈 
３）副作用の評価ならびに対応 
 男性・女性の導尿および尿道カテーテル留置ができる。 

 
Ｂ 経験すべき症状・病態・疾患 

研修の最大の目的は、患者の呈する症状と身体所見、簡単な検査所見に基づいた鑑

別診断、初期治療を的確に行う能力を獲得することにある。 
１）頻度の高い症状 

１）血尿 
２）排尿障害（排尿困難と尿失禁） 
３）尿管結石による疝痛発作 

２）緊急を要する症状・病態 
１）血尿によるタンポナーデ、尿閉 
２）腎後性腎不全 
３）精索捻転症 

３）経験が求められる疾患・病態 
１）尿路生殖器系悪性腫瘍およびそのターミナルケア 
２）尿路感染症 
３）尿路外傷 
４）前立腺疾患 

 
Ⅲ 指導体制 
指導医氏名 専門領域 卒業年度 
中山  剛 日本泌尿器科学会専門医・指導医 

日本がん治療認定医 
 

平成 ８年 

小泉 孔二 日本泌尿器科学会専門医 
日本がん治療認定医 

平成１５年 
 
 

 


